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12月号
平成28年
No.290

9
月
26
日
に
召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
は
12
月
17
日
に
終
わ
っ
た
。
第
2

次
補
正
予
算
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
パ
リ
協
定
承
認
案
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と

関
連
法
案
、
年
金
法
案
、
最
後
に
Ｉ
Ｒ
法
案
を
成
立
さ
せ
た
。
年
金
法
案

は
持
続
可
能
な
年
金
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
是
非
と
も
現
時
点
で
改

革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
案
で
あ
る
が
、
民
進
党
は
じ
め
、
野
党
は
年

金
カ
ッ
ト
法
案
だ
と
反
対
し
た
。
Ｉ
Ｒ
法
案
は
会
期
末
に
な
っ
て
提
出
さ

れ
、
与
党
公
明
党
に
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
公
明
党
は
衆
参
と
も
、

自
主
投
票
と
な
り
、
参
議
院
で
は
山
口
委
員
長
も
反
対
票
を
投
じ
た
。
民

進
党
も
衆
参
で
意
見
が
分
か
れ
、
意
思
統
一
の
な
さ
を
露
呈
し
た
。
14
日

は
国
会
最
終
日
で
あ
っ
た
が
、
会
期
を
3
日
間
延
長
し
て
、
15
日
未
明
に

Ｉ
Ｒ
法
案
を
可
決
し
た
。
翌
15
日
は
安
倍
・
プ
ー
チ
ン
会
談
が
控
え
て
い

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
深
夜
ま
で
総
理
を
国
会
に
拘
束
す
る
民
進
党

は
じ
め
野
党
の

対
応
に
は
、
国

益
の
観
点
が
欠

け
て
い
る
と
批

判
さ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
。
安

倍
首
相
は
、
疲

れ
も
見
せ
ず
地

元
山
口
県
長
門 

市
湯
本
温
泉
の 

大
谷
山
荘
で
の
、 

日
露
首
脳
会
談 

に
臨
ん
だ
。
会

談
の
成
果
は
ど 

う
だ
っ
た
の
か
、

大
い
に
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

日露首脳会談（出典：首相官邸ホームページ）

日
露
首
脳
会
談
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
か

臨時国会重要法案全て成立
民進IR法で衆参ちぐはぐな対応

臨時国会重要法案全て成立
民進IR法で衆参ちぐはぐな対応

二
ノ
湯
　智

参
議
院
議
員

年
の
瀬
を
迎
え
、皆
様
に
は
お
忙
しい事
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
こ
と
の
ほ
か
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
素
は
私
の
政
治
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
色
々
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

は
7
月
に
参
議
院
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
私
も
自
民
党

の
公
認
を
得
て
、
3
度
目
の
挑
戦
を
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
温
かいご
支
援
を
い
た
だ
き
、
幸
いに
も
最
高

点
で
当
選
を
果
た
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざい
ま
し
た
。
多
く
の
有
権
者
か
ら
頂
き

ま
し
た
票
の
重
さ
と
そ
の
責
任
を
十
分
に
か
み
し
め
、

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
今
後
一
生
懸
命
精
進
、

努
力
す
る
覚
悟
で
す
。
日
本
は
少
子
高
齢
化
を
迎

え
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
ど
う
し
て
維

持
す
る
の
か
。
一
方
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
米
国

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
拒
否
な
ど
、
世
界
は
混
沌
と
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
時
こ
そ
、
自
由
主
義
国
家
の
中
で
、
第

2
位
の
経
済
力
を
持
つ
日
本
の
責
任
、
役
割
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
日
本
の
政
治

の
安
定
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
来
年
中
に
は

総
選
挙
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
民
党
国
会
議
員
の

1
人
と
し
て
、
同
志
の
当
選
の
為
、
政
治
の
安
定
の

為
に
頑
張って
まいり
ま
す
。
そ
の
節
に
は
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
当
た
り
、
来
る
年
が
世
界

が
平
和
で
、
皆
様
に
とって
、
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
御
礼
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
ていた
だ
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
12
月
吉
日

御
礼
の
ご
挨
拶
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ゴ
ル
フ
利
用
税
維
持
継
続
へ

自
治
体
の
貴
重
な
独
自
財
源

郵
便
局
利
活
用
議
連
役
員
二
階
幹
事
長
と
面
談

郵
便
局
へ
の
規
制
緩
和
を
申
し
入
れ

Ｉ
Ｒ
法
案
修
正
し
て
成
立

観
光
振
興
の
目
玉
と
な
る
か

二階幹事長に要望書を手渡す郵活議連の
メンバー、左から5番目が二ノ湯議員

諸
外
国
で
は
観
光
客
誘
致
の
手
段
と
し
て
、

カ
ジ
ノ
を
開
場
し
て
い
る
が
、
現
在
日
本
に
訪

れ
て
い
る
観
光
客
は
、
日
本
に
カ
ジ
ノ
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
疑
問
で
あ

る
。
何
故
、
多
く
の
観
光
客
が
日
本
に
や
っ
て

く
る
の
か
。
治
安
の
良
い
日
本
で
、
日
本
の
長

い
歴
史
に
培
わ
れ
た
伝
統
文
化
に
触
れ
、
安
全

で
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
、
買
い
物
を
す
る
の

が
、
楽
し
み
で
あ
る
。
確
か
に
、
日
本
の
観
光

は
昼
間
は
良
い
が
、
夜
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト（
娯

楽
）が
な
い
と
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

カ
ジ
ノ
が
な
い
と
不
満
に
思
う
海
外
の
観
光
客

は
極
く
僅
か
で
は
な
い
か
。
日
本
で
は
賭
博
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
例
外
も
あ
る
。
日
本
人

に
馴
染
み
の
あ
る
パ
チ
ン
コ
は
風
俗
営
業
適
正

化
法
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、
パ
チ
ン
コ
で
得
た

商
品
を
現
金
に
換
え
る
事
は
、違
法
で
は
な
い
。

競
馬
、
競
輪
、
オ
ー
ト
レ
ー
ス
、
競
艇
な
ど
は

個
々
の
法
律
で
賭
博
行
為
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
。
カ
ジ
ノ
は
そ
れ
と
同
じ
で
、
法
律
で
合
法

化
さ
れ
る
事
に
な
る
。
カ
ジ
ノ
法
案
に
つ
い
て

は
、
与
党
の
中
に
も
反
対
意
見
が
あ
る
。
自
民

党
参
議
院
で
は
政
調
会
に
お
い
て
、
カ
ジ
ノ
法

案
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
。
賭
博
依
存
症
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

（
犯
罪
な
ど
で
得
た
資
金
を
あ
た
か
も
正
当
な
取

引
で
得
た
資
金
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
。）を
ど

う
防
止
す
る
の
か
等
の
心
配
の
声
が
出
さ
れ
た
。

最
終
的
に
、
参
議
院
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
等
を
防
止
す
る
為
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
、
法
施
行
後
5
年
以
内
に
必
要
な
見

直
し
を
す
る
と
法
案
を
修
正
し
、
Ｉ
Ｒ
法
案
が

成
立
し
た
。
Ｉ
Ｒ
法
に
よ
っ
て
、
カ
ジ
ノ
が
解

禁
さ
れ
、
そ
れ
が
観
光
振
興
の
目
玉
と
な
っ
て
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
る
と
思
う
の
は
期

待
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

全
国
各
地
に
は
約
2
万
ほ
ど
の
郵
便
局（
旧
特

定
郵
便
局
）が
あ
る
。
民
営
化
に
な
っ
て
も
、
郵

便
、
貯
金
、
保
険
を
「
全
国
あ
ま
ね
く
」、「
い

つ
で
も
」、「
ど
こ
で
も
」、「
公
平
に
」
提
供
す

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
民
間
の
金
融
機
関
を
圧
迫

し
て
は
い
け
な
い
と
、
多
く
の
規
制
が
か
か
っ

て
い
る
。
も
っ
と
自
由
に
郵
便
局
を
利
用
、
活

用
し
て
、
郵
便
局
に
地
域
貢
献
を
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
趣
旨
で
、「
郵
便
局
利
活
用
推
進
議
員

連
盟
」
を
自
民
党
の
有
志
で
結
成
し
て
い
る
。

12
月
7
日
、
議
員
連
盟
役
員
は
、
郵
便
局
に
か

か
っ
て
い
る
規
制
を
緩
和
す
る
よ
う
に
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
二
階
幹
事
長
に
申
し
入
れ
た
。

一
、
国
民
利
用
者
の
た
め
に
、
党
の
総
務
会
で

決
定
し
た
趣
旨
に
沿
っ
て
、
ゆ
う
ち
ょ
限
度
額

の
引
上
げ
及
び
新
規
業
務
の
認
可
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
度
中
に
実
施
す
る
こ
と

一
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
に
対
す
る
過
度

な
規
制
は
即
時
撤
廃
し
、
同
業
他
社
と
の
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
す
る
こ
と

一
、
積
年
の
課
題
で
あ
る
消
費
税
負
担
に
つ
い

て
は
税
制
改
正
要
望
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と

毎
年
、
年
末
の
税
制
改
正
は
、
各
省
庁
は
勿

論
、
全
国
自
治
体
、
業
界
団
体
に
と
っ
て
、
大

き
な
関
心
事
で
あ
る
。
中
で
も
ゴ
ル
フ
場
所
在

地
の
地
方
自
治
体
か
ら
、
ゴ
ル
フ
利
用
税
を
是

非
と
も
維
持
し
て
ほ
し
い
と
強
い
要
望
が
あ
る
。

地
方
自
治
体
側
に
立
つ
議
員
は
、
ゴ
ル
フ
利
用

税
は
地
方
に
と
っ
て
貴
重
な
独
自
財
源
で
あ
り
、

何
と
し
て
も
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主

張
。
一
方
、
ゴ
ル
フ
は
今
や
国
民
ス
ポ
ー
ツ
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
も
あ
り
、
課
税
す
る
の

は
お
か
し
い
と
ス
ポ
ー
ツ
を
担
当
す
る
文
部
科

学
省
側
の
議
員
が
反
論
す
る
。
双
方
の
発
言
を

聞
い
て
い
る
と
、
ど
ち
ら
の
意
見
も
も
っ
と
も

だ
と
思
う
。
だ
が
、
廃
止
と
な
る
と
、
小
さ
な

自
治
体
で
は
、
そ
れ
に
替
わ
る
税
を
見
つ
け
る

事
が
出
来
な
い
の
も
現
実
で
あ
る
。
二
ノ
湯
議

員
は
自
治
体
の
応
援
団
で
、
ゴ
ル
フ
利
用
税
維

持
継
続
を
主
張
す
る
議
員
で
あ
る
。
今
回
も
税

制
委
員
会
で
発
言
を
求
め
、「
参
加
者
は
経
済

的
に
余
力
の
あ
る
方
々
が
多
く
、
利
用
税
が
高

い
な
ど
と
い
う
不
平
の
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
税
金
を
負
担
で
き
る
方
ば
か
り
で

す
。
ゴ
ル
フ
場
の
所
在
地
は
過
疎
の
地
域
の
市

町
村
に
多
く
、
ゴ
ル
フ
利
用
税
は
479
億
円
に
も

達
し
て
お
り
、
自
治
体
の
貴
重
な
自
主
財
源
に

は
な
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
は
18
ホ
ー
ル
で
、

約
30
万
坪
ほ
ど
あ
り
、
1
日
で
200
人
ほ
ど
し
か

プ
レ
ー
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
考
え
て
も
恵
ま
れ

た
人
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
利
用

税
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
財
政
を

潤
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
に
貢
献
出
来
る
事

に
な
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。」

と
利
用
税
の
維
持
継
続
を
訴
え
た
。

いわゆる公営ギャンブル等について
根拠法 法の目的・趣旨

競　　馬 競馬法 ・畜産の振興
・地方財政の改善

競　　輪 自転車競技法
・機械産業の振興
・公益の増進
・地方財政の健全化

オートレース 小型自動車競走法
・機械産業の振興
・公益の増進
・地方財政の健全化

競　　艇 モーターボート競走法
・船舶産業の振興
・公益の増進
・地方財政の改善

宝 く じ 当せん金付証票法 ・地方財政資金の調達

スポーツ振興くじ スポーツ振興投票の
実施等に関する法律 ・スポーツの振興
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国
会
議
員
の
復
党

党
本
部
、
地
方
支
部
双
方
の
了
解
が
必
要

北
陸
新
幹
線
整
備
検
討
委
員
会

小
浜
〜
京
都
ル
ー
ト
が
　
　
　

適
切
と
判
断

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

大
阪
に
万
国
博
覧
会
を

大
阪
再
生
の
起
爆
剤
と
な
る
か

宇
治
市
長
選
挙
、

　
　
　
大
島
氏
善
戦
及
ば
ず

知
名
度
不
足
が
大
き
な
敗
因

宇治橋のほとりで告示直後の第一声
（右から2番目が二ノ湯議員）

北
陸
新
幹
線
敦
賀
〜
新
大
阪
間
の
ル
ー
ト
を

検
討
し
て
い
る
「
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間

整
備
検
討
委
員
会
」
は
、
平
成
27
年
8
月
6
日

の
第
1
回
以
降
、
計
15
回
の
委
員
会
を
開
催
、

国
土
交
通
省
、
関
係
地
方
自
治
体
、
Ｊ
Ｒ
、
経

済
界
、
有
識
者
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
委
員

間
で
の
議
論
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
敦

賀
〜
大
阪
間
は
①
小
浜
舞
鶴
京
都
ル
ー
ト
、
②

小
浜
〜
京
都
ル
ー
ト
③
米
原
ル
ー
ト
の
3
つ
の

候
補
ル
ー
ト
を
決
定
し
た
。
委
員
会
は
国
土
交

通
省
に
対
し
て
、
3
つ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

所
要
時
分
、
路
線
延
長
、
概
算
事
業
費
、
需
要

見
込
み
等
に
つ
い
て
調
査
を
求
め
、
そ
の
結
果

山
梨
県
の
衆
議
院
第
2
選
挙
区
に
は
、
2
人

の
衆
議
院
議
員
が
い
る
。
自
民
党
所
属
の
堀
内

詔
子
氏
と
無
所
属
の
長
崎
幸
太
郎
氏
。
2005
年

9
月
の
郵
政
選
挙
の
際
、
堀
内
氏
の
義
父
、
堀

内
光
雄
氏
が
民
営
化
に
反
対
、
除
名
に
な
り
無

所
属
で
立
候
補
、
そ
こ
に
刺
客
と
し
て
送
り
込

ま
れ
た
の
が
長
崎
氏
。
そ
の
時
の
選
挙
は
、
無

所
属
の
堀
内
氏
が
勝
利
し
た
。
そ
の
後
、
堀
内

氏
は
自
民
党
に
復
党
し
、
長
崎
氏
は
無
所
属
に

な
っ
て
、
山
梨
2
区
か
ら
出
馬
し
て
い
る
。
堀

内
氏
は
2009
年
8
月
の
選
挙
で
落
選
、
2012
年
12
月

の
選
挙
で
は
、
後
継
者
と
し
て
長
男
の
嫁
、
堀

12
月
4
日
に
告
示
さ
れ
た
宇
治
市
長
選
挙

は
、
民
進
推
薦
の
現
職
、
自
民
公
明
推
薦
の
大

島
仁
氏
、
共
産
推
薦
の
新
人
の
3
人
に
よ
る
激

し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
自
民
党
は

京
都
府
下
の
市
長
選
挙
で
は
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
異
例
の
応
援
態
勢
を
敷
き
、
国
会
議
員
、

府
会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
は
じ
め
、
各
級
議

員
が
参
加
、
総
力
を
挙
げ
て
戦
っ
た
。
序
盤
、

中
盤
と
知
名
度
が
上
が
り
、
最
終
盤
で
は
現
職

に
並
び
、
投
票
日
ま
で
に
は
頭
一
つ
抜
け
た
の

で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
開
票
日
に

は
多
く
の
支
援
者
が
事
務
所
に
詰
め
か
け
、
大

島
氏
勝
利
を
信
じ
て
い
た
が
、
10
時
過
ぎ
に

な
っ
て
、
二
つ
の
地
元
紙
が
現
職
の
山
本
正
氏

の
当
選
確
実
を
報
道
し
、
ま
こ
と
に
呆
気
な
い

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
は
、
日
本
は

高
度
経
済
成
長
の
真
っ
盛
り
で
、
輝
か
し
い
時

代
で
あ
つ
た
。
1970
年（
昭
和
45
年
）の
大
阪
万
国

博
覧
会
を
控
え
、
京
都
宝
ヶ
池
の
国
際
会
議
場

で
は
頻
繁
に
、
万
博
関
連
の
国
際
会
議
が
行
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
の
大
阪
の
経
済
規
模
は

東
京
と
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
遜
色
が
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
45
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
東

京
と
大
阪
の
地
位
は
、
は
る
か
に
差
が
つ
い
て

し
ま
っ
た
。
2020
年
に
は
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
が
開

催
さ
れ
る
。
大
阪
の
地
盤
沈
下
に
一
層
拍
車
が

か
か
る
だ
ろ
う
。
危
機
を
感
じ
た
の
か
、
大

阪
府
、
市
は
大
阪
臨
海
部
の
夢
洲
を
会
場
に
、

「
人
類
の
健
康
・
長
寿
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
最
終
的
な
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
調
査
の
最
終
的
な
結
論

と
し
て
、
北
陸
と
関
西
の
移
動
の
速
さ
、
利
用

者
の
利
便
性
等
を
総
合
的
に
考
え
、
小
浜
〜
京

都
ル
ー
ト
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
中
間
報
告
を

ま
と
め
た
。
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
与
党
整
備

新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
が

最
終
的
に
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
。
ル
ー
ト
が
決

定
し
て
も
、
駅
・
ル
ー
ト
の
位
置
を
決
め
る
地

形
・
地
質
調
査
等
に
は
、
1
〜
2
年
程
度
の
期

間
、
そ
し
て
環
境
影
響
調
査
に
約
4
年
間
を
要

す
る
。
し
か
も
、
現
在
の
新
幹
線
整
備
方
式
で

は
、
敦
賀
以
西
の
着
工
は
、
平
成
42
年
度
末
に

完
成
予
定
の
北
海
道
新
幹
線
「
新
函
館
北
斗
・

札
幌
間（
211
㎞
）」
後
と
な
り
、
新
た
な
財
源
を

考
え
な
い
と
、
14
年
後
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。

内
詔
子
氏
が
立
候
補
し
、
比
例
復
活
で
当
選
し

た
。
一
方
、
長
崎
氏
も
無
所
属
で
立
候
補
、
過

去
2
回
の
選
挙
で
は
、
無
所
属
の
長
崎
氏
が
選

挙
区
で
勝
利
、
自
民
党
・
堀
内
氏
は
比
例
復
活

で
当
選
し
て
い
る
。
2
回
連
続
当
選
し
た
長
崎

氏
は
党
本
部
に
復
党
願
を
出
し
て
き
た
。
国
会

議
員
の
復
党
は
、
党
の
規
約
上
、
党
本
部
の
党

紀
委
員
会
で
審
議
し
、
都
道
府
県
連
の
了
承
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
絶
対
条
件

で
あ
る
。
い
く
ら
党
の
幹
事
長
が
復
党
を
約
束

し
て
も
、
地
元
の
支
部
党
紀
委
員
会
が
ノ
ー
と

言
え
ば
、復
党
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
党
紀
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、こ
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。

自
民
党
は
意
外
に
地
方
分
権
が
進
ん
で
い
る
。

幕
切
れ
と
な
っ
た
。
大
島
氏
は
人
柄
、
識
見
に

お
い
て
申
し
分
な
い
候
補
者
で
あ
っ
た
が
、
現

職
の
知
名
度
の
前
に
負
け
た
。
地
方
自
治
体
の

長
の
選
挙
で
は
、
現
職
に
大
き
な
失
政
、
不
祥

事
が
な
い
限
り
、
挑
戦
者
が
現
職
を
負
か
す
事

は
極
め
て
難
し
い
事
が
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

に
、
2025
年
の
万
国
博
覧
会
を
開
催
し
た
い
意
思

を
明
ら
か
に
し
た
。
政
府
は
大
阪
の
意
向
を
汲

ん
で
、
万
博
誘
致
を
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
。
こ
の
年
の
万
博
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

も
手
を
挙
げ
て
い
る
。
世
界
的
に
知
名
度
の
高

い
パ
リ
に
大
阪
が
勝
て
る
の
か
心
配
の
声
が
あ

る
。
た
だ
、
パ
リ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
に

も
立
候
補
し
て
い
る
の
で
、
大
阪
に
な
る
可
能

性
は
高
い
か
も
知
れ
な
い
。
12
月
15
日
、
誘
致

促
進
の
第
1
回
会
合
が
行
わ
れ
た
。
出
席
し
た

議
員
か
ら
は
、
財
源
、
会
場
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
、
有
識
者
の
選
定
の
あ
り
方
、
テ
ー
マ
な
ど

に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
70
年

万
博
は
、
約
6400
万
人
超
の
入
場
数
が
あ
っ
た
。

そ
の
当
時
と
時
代
は
全
く
違
う
。
よ
ほ
ど
魅
力

あ
る
万
博
に
し
な
い
と
、訪
れ
る
人
は
少
な
い
。
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一
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
台
湾
蔡
英
文
総
統
と
電
話

会
談
し
た
。
台
湾
は
中
国
の
一
部
で
、
大
陸
と

一
緒
の
一
つ
の
中
国
と
い
う
の
が
、
米
国
の
従

来
の
外
交
方
針
。
新
し
い
大
統
領
の
誕
生
で
、

台
湾
を
め
ぐ
っ
て
、
米
中
間
で
緊
張
が
高
ま
る

か
も
知
れ
な
い
。

一
、
鳴
り
物
入
り
の
安
倍
・
プ
ー
チ
ン
会
談
。

平
和
条
約
の
締
結
は
、
領
土
の
返
還
は
、
日
本

側
の
希
望
は
ど
こ
ま
で
届
い
た
の
か
。
事
前
の

予
想
通
り
、
ロ
シ
ア
相
手
の
外
交
は
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
こ
と
が
、
立
証
さ
れ
た
。
泰
山
鳴

動
し
て
鼠
一
匹
の
結
果
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
。

一
、
今
月
前
半
は
大
変
忙
し
か
っ
た
。
毎
日
の

千
人
党
員
維
持
・
継
続
の
難
し
さ

入
党
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

よ
う
に
東
京
京
都
を
往
復
し
た
。
一
往
復
半
の

時
も
あ
っ
た
。
交
通
機
関
の
発
達
を
喜
ぶ
反
面
、

時
間
が
な
い
か
ら
会
合
に
出
席
出
来
な
い
と
断

る
理
由
が
な
く
な
っ
た
。
新
幹
線
沿
線
の
議
員

は
肉
体
を
酷
使
し
て
の
活
動
の
連
続
で
あ
る
。

一
、
同
郷
の
女
性
か
ら
、
腹
膜
播
種
で
、
病
院
で

余
命
半
年
と
宣
告
さ
れ
た
が
、
最
後
京
大
病
院

で
診
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
電
話
。
幸
い
に
京
大

で
は
、
2
年
は
大
丈
夫
と
い
わ
れ
た
そ
う
だ
。

元
気
な
声
で
、
半
年
、
2
年
と
言
う
が
、
男
な

ら
意
気
消
沈
、
女
性
は
強
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。

一
、
原
子
力
発
電
は
Co2
も
出
さ
ず
、
安
定
し
た

電
力
を
供
給
し
、
料
金
も
安
い
。
だ
が
、
事
故

が
一
旦
発
生
し
た
ら
、
被
害
が
大
き
く
、
収
束

に
時
間
が
か
か
り
、
費
用
も
莫
大
に
な
る
。
福

島
原
発
の
事
故
処
理
費
用
は
21
兆
円
余
と
天
文

学
的
数
字
で
あ
る
。
安
全
第
一
が
大
事
。

一
、
孫
と
暫
く
会
わ
な
い
と
ど
う
し
て
い
る
か

と
気
に
掛
か
る
。
東
京
に
い
る
長
男
の
子
が
、

冬
休
み
早
々
に
、
私
達
の
家
に
来
て
、
遊
び

回
っ
て
い
る
。
毎
日
賑
や
か
な
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
、
党
本
部
か
ら
国
会
議
員
は
一
人
1000
人

の
党
員
を
作
る
よ
う
に
と
の
通
達
が
あ
っ
た
。

京
都
府
連
に
所
属
す
る
国
会
議
員
は
、
必
死
に

な
っ
て
党
員
集
め
を
し
た
結
果
、
全
員
1000
人
を

突
破
し
た
。
1000
人
の
党
員
は
出
来
た
も
の
の
、

毎
年
継
続
し
て
も
ら
う
の
が
大
変
な
作
業
で
あ

る
。
昨
年
、
党
員
を
集
め
る
際
、
一
年
限
り
で

よ
い
か
ら
と
言
っ
て
党
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
た

人
も
か
な
り
あ
る
。
従
っ
て
、
今
年
お
願
い
に

行
く
と
、
一
年
だ
け
で
と
い
う
約
束
だ
か
ら
と

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張

にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

断
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
上
、
死
亡
さ
れ

た
方
も
あ
る
。
減
少
し
た
分
を
補
充
す
る
為

に
、
新
た
に
党
員
を
募
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
も
苦
労
の
連
続
で
あ

る
。
自
民
党
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
個

人
を
応
援
す
る
方
が
多
い
。
党
員
に
な
っ
て
応

援
し
よ
う
と
す
る
方
は
少
な
い
。
ま
た
、
党
員

に
な
っ
て
、
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
と
い
う
方

も
多
い
。
こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。
そ
ん
な
場

合
、
二
ノ
湯
議
員
は
、
自
民
党
政
権
が
長
続
き

し
た
か
ら
、
今
日
の
日
本
の
繁
栄
と
平
和
が
あ

る
の
で
す
よ
と
説
明
し
て
、
理
解
を
求
め
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
今
年
中
に
ノ
ル
マ
を
達
成
出

来
る
の
か
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
一
人
で
も

多
く
の
方
の
入
党
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
ま
に
は
ゆ
っ
く
り
し
た
い
時
も
あ
る
が
、
孫

に
は
勝
て
な
い
。

一
、
観
光
客
が
多
い
割
に
は
、
観
光
が
京
都
市

の
財
政
に
貢
献
し
て
い
な
い
と
、
市
長
が
ぼ
や

い
て
い
る
。
市
で
は
観
光
新
税
の
検
討
に
入
っ

た
。
約
5
千
万
の
観
光
客
を
受
け
容
れ
る
の
に
、

多
額
の
行
政
費
用
が
か
か
る
。
観
光
関
係
者
か

ら
応
分
の
負
担
を
も
ら
う
の
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

近畿各府県の党員数（平成27年）

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県

新　規 1,061 6,354 9,379 7,115 844 5,626

継　続 7,073 10,556 22,419 14,896 5,275 10,550

地　域 5,257 8,667 20,455 11,134 3,229 8,240

職　域 2,877 8,243 11,343 10,877 2,890 7,936

総　計 8,134 16,910 31,798 22,011 6,119 16,176

目標数 16,000 24,000 76,000 48,000 16,000 12,000

達成率 50.84％ 70.46％ 41.84％ 45.86％ 38.24％ 134.80％

第30回
伊勢神宮初詣

◇旅 行 日　平成29年1月9日（月・祝）
◇会　　費　9,500円

新春招福バスツアー

初詣実行委員会

◇申込先　初詣実行委員会（二ノ湯さとし事務所内）
またはアサカ観光社 

TEL(075)315-2228���TEL(075)821-0650

参加希望の方は至急お申し込み下さい

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

講師：岡本幸治 塾長

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：木村茂和）
日本真生塾事務局（二ノ湯事務所内） TEL：075-315-2228／FAX：075-315-2310
詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

若くして日本的社会主義の理論を構築、急進的変革
思想と具体策の提示により昭和の日本政治に大きな衝
撃を与えた『北一輝』の実体に迫ります。

「日本真生塾」　例会のお知らせ

第77回 平成29月2月20日㈪ 18時30分～21時

第76回 平成29年1月例会は休会


